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１１  ははじじめめにに  
平成 29 年度告⽰⼩学校学習指導要領において，各
教科等の⽬標は，育成を⽬指す資質・能⼒の三つの柱
に再整理して⽰された．そこに⽰された資質・能⼒を
育成するにあたり必要になるのが「主体的・対話的で
深い学び」の実現に向けた授業改善である．授業改善
を⾏うにあたっては，まず授業を分析的に捉え，授業
課題を明確にして授業実践に取り組むことが必要にな
る．その中でも特に授業分析は，授業改善を図るため
の課題を明らかにする重要な段階である． 
授業分析には，授業事象・現象をありのまま記録，
描写し，授業者の意図や指導の⼿⽴てを⽐較する「質
的分析」と，授業者と学習者の⾏動項⽬を設定し，そ
れを数量化（項⽬別の出現頻度，割合等）する「量的
分析」の⼆つの⽅法がある[1]．授業分析には様々な
⽅法があるが，どのような⽅法であっても，この両側
⾯からアプローチしていくことが⼤切である． 
量的分析の⼀つの⽅法にS-T分析法が挙げられる．

S-T 分析法とは，授業中に現れる児童（S）の⾏動
（⾔語活動，⾮⾔語活動）と教師（T）の⾏動（⾔語
活動，⾮⾔語活動）の⼆つに分類し，授業中の教師と
児童の⾏動がどのような関係になっているかをグラフ
化して表すものである[2]．S-T分析法は，授業の全体
像把握への意識強化，客観的データによる授業の「⾒
える化」，授業を⾒る視点の変化等の⾯で有⽤性があ
る分析⽅法である[3]．しかし⼀⽅で，1時間近くある
授業を 30秒ごとなど⼀定間隔で S-Tの判断をしなけ
ればならないこと，それを基にS-T線図を描画しなけ
ればならないことなど，分析にかかる負担が⼤きな問
題である． 
そこで我々は，S-T 分析にかかる教師の負担減を⽬
指し，S-T線図の⾃動⽣成を⾏い，その S-T線図を映
像記録と連動させることで，質的・量的の両側⾯から

授業分析を⽀援することを試みている．本稿では，教
師の⾳声を基にS-T線図の⾃動⽣成を⾏う試みについ
て報告する． 
 
２２  SS--TT分分析析のの⽅⽅法法とと既既存存ツツーールル  

S-T 分析は，授業を⼀定間隔に区切り，それぞれの
場⾯において，教師および⽣徒のいずれが主体的な活
動となっているかを観察し記録する．実際に授業を参
観しながら記録することもあれば，撮影した授業映像
をもとに授業後に記録することもある．そして，その
記録をもとに，S-T線図を作成する． 
この記録とS-T線図を作成には⼿間と時間がかかる．
それを補助する既存のツールとして，観点別S-T分析
ソフトウェア（Ver.2）がある[3]．このツールは，授
業を参観しながら，選択した間隔（10 秒，15 秒，20
秒，30 秒）ごとにボタンを押していくと，必要に応
じたグラフや表を作成することができる．作成できる
ものは，S-T分析表及び観点別 S-T分析表，S-T線図，
観点別円グラフ，観点別棒グラフである．ボタンを押
すだけの簡単な操作でグラフや表を作成できる点は，
教師の負担削減に対して有効な機能だと考えられる．
⼀⽅で，分析者が⼀定間隔でS-Tの判断をしなければ
ならないことは変わらず，その負担は⼤きく残ったま
まである． 

 
３３  教教師師のの⾳⾳声声をを基基ににししたた授授業業分分析析⽀⽀援援ツツーールル  
３３..１１  基基本本ココンンセセププトト  
本稿では，授業分析にかかる負担減の実現を⽬標と
し，授業時に録⾳した教師の⾳声をもとにS-T線図を
⾃動で⽣成し，S-T 線図から授業の映像の頭出しを可
能とするツールを提案する． 

S-T 線図により量的分析を⾏うほか，授業事象・現
象をありのまま記録した授業映像の閲覧を組み合わせ
ることにより質的分析の⾯からも授業分析を⽀援する． 

教教師師のの⾳⾳声声をを基基ににししたた SS--TT 線線図図⾃⾃動動⽣⽣成成機機能能  
をを有有すするる授授業業分分析析⽀⽀援援ツツーールルのの試試作作  
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本ツールの使⽤は，複数⼈で協議会をする場⾯，個
⼈で授業の振り返りを⾏う場⾯等，授業改善に繋がる
多様な場⾯を想定している．また，対象は教育実習⽣
や初任の教員も含めた，授業分析をする全教員とする． 
３３..２２  分分類類⽅⽅法法のの設設計計  
⼀定時間毎に区切った時間帯が教師（T）の⾏動場
⾯であるか，児童（S）の⾏動場⾯であるかの判定は，
教師につけたピンマイクで集⾳した⾳声を基に⾏う． 
教師⽤ピンマイクで集⾳した⾳声の⾳量を，適当な
間隔（例えば 1秒ごと）で取得し，⾳量が基準値以上
の場合は教師（T）の⾏動場⾯，基準値以下の場合は
児童（S）の⾏動場⾯と判断する．  
３３..３３  機機能能設設計計  
３３..３３..１１  分分析析資資料料⾃⾃動動⽣⽣成成機機能能  

S-T分析に関する次の分析資料を提供する． 
((11))  SS--TT分分析析記記録録表表  
時間帯毎に児童（S）の⾏動場⾯であるのか教師
（T）の⾏動場⾯であるのかの結果（S-T 情報）を⼀
覧表として表⽰する（図 1）．これにより，本ツール
の判定結果を全て確認することができる． 
((22))  SS--TT線線図図  

S-T 情報を基に，S-T線図を表⽰する（図 2）．これ
により，授業中の授業中の児童と教員の⾏動関係を，
時間関係とともに，⼀⽬で把握することができる． 
((33))  SS--TTのの割割合合をを表表すすググララフフ  

前項 2で作成された S-T線図は，時間関係が表れた
グラフで，授業の全体像を把握することに優れている．
しかし，児童（S）の⾏動時間と教師（T）の⾏動時
間が複雑に⼊り組む授業では，全体としてのSとTの
出現率が分かりにくい．そこで，S-T の割合を表すグ
ラフを提供する．これにより，授業全体を通しての
S-Tの割合を数値として可視化することができる． 
３３..３３..２２  SS--TT判判断断修修正正機機能能  
⾃動判断されたS-T 情報に誤りがあった場合の修正
を可能とする．これにより，教師⽤ピンマイク⾳声の
⾳量だけでは判断しきれなかった箇所を修正でき，よ
り正確な分析資料を得ることができるようになる． 
３３..３３..３３  SS--TT線線図図とと連連動動ししたた授授業業映映像像再再⽣⽣機機能能  

前項３.３.１(2)で⽣成した S-T線図だけでは，授業
分析の量的側⾯からのみの⽀援となってしまう．そこ
で，授業映像を⾃動⽣成したS-T線図と組み合わせて
閲覧できるようにする．まず，授業映像の再⽣してい
る部分に合わせて ，S-T線図上の対応する部分を指し
⽰す．また，S-T 線図をクリックすると，その時刻に
対応する部分に映像の頭出しをする．これは，授業分
析者がS-T線図と実際の授業の場⾯を結び付けて捉え
ることを狙いとしており．これにより，授業分析を質
的分析の⾯からも⽀援する． 

 
４４  試試作作  
本ツールは，Windows10 を OS として搭載したパ
ーソナルコンピューターを実⾏環境として，Visual 
Studio Codeを⽤いて開発を⾏った．実装に当たり，

⾳声ファイルから⾳量を取得する部分では Python3.9
を，S-T線図の描画には JavaScriptを使⽤した．  
 
５５  おおわわりりにに  
本稿では，授業分析にかかる教師の負担減を⽬指し，
教師の⾳声を基にS-T線図の⾃動⽣成を⾏い，映像記
録と組み合わせて授業分析を⽀援するツールを提案し
た． 
現状，評価実験が実施できていないため，評価実験
を実施し，提案したツールの有⽤性の検証を⾏うこと
が今後の課題である． 
また，本稿では，⼀定時間ごとの授業の各場⾯が，
児童（S）の⾏動時間か教師（T）の⾏動時間かの判
断をする際に，ピンマイクで集⾳した教師の⾳声の⾳
量のみをSとTを分類する材料としているが，発話内
容や映像などの他の要素を判断材料として取り⼊れ，
分析の精度を⾼めていくことも課題である． 
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図 1  S-T分析記録表(イメージ) 

 

 
図 2 ⾃動⽣成した S-T線図 
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